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1９ 
シドローフスキーという奇妙な「詩人」の存在は、ながらくドストイェフスキＩの伝記作者たちを悩ませつづけて
１
 
２
 
きた。一一人の交遊期間は作家の工兵学校時代初期の一一年余にすぎないが、ドストィェブスキーの交友関係中で最も暖
昧にしてかなり重要な為ものＩとの定説がすでに出来上っているかのようにみえる。この正体不明の「若誉風の友」
に伝記作者がふりまわされるゆえんは、ジドローフスキーに対する評価をドストイェフュキーが終生かえようとしな
か
っ
た
こ
と
に
、
主
と
し
て
、
由
来
し
て
い
る
ｌ
脅
蓉
の
籍
か
ら
の
覚
臘
と
鬮
滕
に
、
い
わ
ば
；
シ
ル
レ
ル
“
と
と
も
に
、
シ
ド
ローフスキーも過去の彼方に葬り去られても何の不思議もないのだが、この無名詩人に対する彼の愛着と敬慕の念は
晩年にいたるまでかわっていない。思想的な面での共鳴とか背反とかいったようなことを別にしても一人の人間に若
年時と同じ感情をいだきつづけるのは至難のわざであろう。このことは、例えば、作家のペリンスキーに対する態度
な
ど
か
ら
み
て
も
自
明
な
の
だ
が
、
ジ
ド
ロ
ー
フ
ス
キ
ー
の
み
は
例
外
と
言
え
る
。
◆ 
ド
ス
ト
イ
ェ
フ
ス
キ
ー
と
シ
ド
ロ
ー
‐
フ
ス
キ
ー
近
田
友
一
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現在我々の手にし得る最瓢◎詳細なシドローブスキー研究は、Ｍ・アレクセーエフの二十数頁の小冊子なのだが、｜
読後、特にシドローフスキ１についての認識があらたまったとも思えない。この小著は、むしろ皮肉なことに、ジド
ロ
ー
フ
ス
キ
ー
ひ
と
り
を
調
べ
る
こ
と
の
撫
意
味
さ
を
示
し
て
い
る
。
二
人
の
間
に
は
メ
タ
テ
ィ
ッ
ク
に
定
着
出
来
な
い
何
物
か
が
あ
り、詩人はドストイェフスキーから引離され、分析されることによって精彩を失う。このことはシドローフスキーと
いう人物の価値自体の問題というよりも、彼等の結びつきの特徴を示唆しているように思われるｌその結びつきは思
想
的
な
も
の
で
は
な
く
、
き
わ
め
て
感
性
的
な
そ
れ
で
あ
っ
た
と
察
せ
ら
れ
る
。
い
う
な
れ
ば
、
シ
ド
ロ
ー
フ
ス
キ
ー
の
一
思
想
」
を
追
ってみても、それは、彼がドストイェフスキーに及ぼした影瀞力を直接に説明するものでもなく、また、彼等の交遊
フ
ス
キ
ー
の
面
影
が
介
在
し
て
い
る
。
評家にとって、この奇矯な詩人は、いずれにしても、かなり厄介な存在たらざるを得ない。
Ｌ
・
グ
ロ
ッ
ス
マ
ン
の
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
作
家
は
、
シ
ド
ロ
ー
フ
ス
キ
ー
に
関
す
る
記
述
に
つ
い
て
、
最
初
の
ド
ス
ト
イ
ェ
３
 
フ
ス
キ
ー
伝
の
教
鞭
着
オ
レ
ス
ー
・
ミ
ル
レ
ル
に
特
に
釘
を
さ
し
て
い
る
Ｉ
必
ず
あ
な
た
の
文
章
の
中
で
ジ
ド
ロ
ー
フ
ス
キ
ー
に
つ
い
て
述
べ
て
下
さ
い
。
誰
も
彼
を
知
ら
な
い
と
か
、
ま
た
、
彼
が
文
学
的
名
声
を
残
さ
な
か
っ
た
な
ど
と
い
う
こ
と
は
構
わ
な
い
。
お
願
い
だ
か
ら
、
君
、
書
い
と
い
て
下
さ
い
。
私
に
と
っ
て
は
大
き
な
人
間
で
あ
っ
た
し
、
肢
は
そ
の
名
前
が
消
え
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
な
価
値
を
も
っ
た
人
物
な
の
で
す
。
１
．
 
４
 
ヴラジーミル・ソロヴィョフとの晩年の親交をめぐる挿話も、アンナ夫人の一一一口を情じるならば、その間にソドロー
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2１ 
Ｌ・シドローフニカヤの伝えるところによると、イヴァン。一一コラエヴィッチ・シドローフスキーは一八一六年生
れとされているから、ドストイェフスキーより五歳ばかり年長になるわけで、ハリコフの大学で法科を卒二え、大蔵省
に職を得ている間に、息子たちの受験準備のために上京していたミハイル・ドストィェフスキーと知己になったのが
縁でドストイェフスキー伝に名をとどめることになる。
ドストイェフスキーの手紙に彼の名前が出てくるのはかなり早く、すでに三七年七月及び九月の父ミハィル宛のも
のに見出されるが、これはジドローフスキーの挨拶を伝えただけのものにすぎない。その後、三九年五月１日付父宛
の手紙で事務的な用件にふれている以外、四十年一月元旦の兄ミハィル宛の書簡までこの詩人の名は現われていな
い。これまでジドローフスキーについて我々に唯一の確実な資料を提供していたこの手簡から推定すると、ジドロー
フスキ１との交遊は三八年から九年にかけての冬を頂点としてその年の末までつづいたように思われる。勿論、父宛
の手紙からみてもシドローフスキーとの交際が。ヘテルプルク遊学時代のごく初期からつづいていたことは明白だが、
微の「ロマンチックな友怖が激した」の繊八年の藤から几鑪の早辮にわたる時期ｌ想像を避しくずれば、三八年Ｉ
６
 
月の”落第〃以来でもあるように巷えられる。愉沈した心が彼をして一層シドローフスキーに近付かせたという推定
月
の
”
落
第
“
以
来
一
も成立つであろう。
の意味を明らかにするものでもないのである。ここにシドロ１フスキーをめぐる主題の孕む困難さがある。
彼等の交遊はプーシキンの崇拝というような共通のモチーフではじまり、初めはシドローフスキーの指導でドスト
イェフスキーが西欧の浪漫主義文学の所産を耽読していた程度であったが、この一一一八年末頃からドストィェフスキー
の波に対する態度健作小のと「ロー蓮搬の中に見出そうとするものにｌ”肉体をもった理想像をシドローブス
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2２ 
文学史的に見ると、ロシア文学に西欧のロマンチシズムの影響が現われ始めたのは、一八一○年代頃からであるが、
擬古典主義の狭騰な規準を否定し、形式においても、内容においても文字通り目由を求めたシ」の新思潮は、祖国戦争
に
よ
っ
て
民
族
的
社
会
的
自
覚
を
促
さ
れ
、
理
想
主
義
的
な
一
周
Ⅲ
思
想
一
に
酔
っ
て
い
た
新
興
の
知
識
階
級
の
間
に
単
に
文
学
思
想
と
してばかりでなく、一甑の政治思想として熱烈に受けいれられたのである。二十年代初期のロシア諸雑誌は競って西
欧のロマンチシズムの作品を褐戦した。例えば、『モスクワ柵知』は主としてドイツ系でシルレル、ホフマン等を紐
え
感
じ
ら
れ
る
。
キーのうちに描き出し、その幻想に愛燗を傾けるというような、信仰者の心理にも似た心情をともなったものにまで
な
っ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
．
一
八
凶
○
年
一
月
元
旦
付
兄
ミ
〈
イ
ル
宛
響
緬
Ｉ
こ
の
調
言
め
い
た
表
白
か
ら
シ
ド
ロ
ー
ブ
ス
キ
ー
の
姿
を
想
像
す
る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
ド
ス
ト
イ
ェ
フ
ス
キ
ー
の
肢
も
ロ
０
 
マ
ン
チ
ッ
ク
な
時
代
に
シ
ド
ロ
ー
フ
メ
キ
ー
の
よ
う
な
典
型
的
な
浪
漣
主
義
者
が
、
彼
の
前
に
現
わ
れ
た
こ
と
の
中
に
は
、
神
の
皮
肉
さ
彼を一日みると、これは受難者だな？と判ります。彼はすっかりやせ衰えて、頬はこけ、濡れたような眼は熱
い
炎
に
も
え
て
い
ま
す
。
彼
の
顔
の
精
神
的
な
美
は
、
肉
体
の
衰
弱
と
と
も
に
高
ま
っ
て
ゆ
き
ま
し
た
。
（
中
略
）
ぼ
く
の
前
に
立
っていた者は冷淡な人間でもなければ、不自然な情熱の空想家でもなく、美しい高揚した魂の持主でした。シェ
ー
ク
ス
ピ
ア
や
ジ
ル
レ
ル
の
あ
ら
わ
し
た
よ
う
な
派
し
い
而
彫
な
も
っ
た
人
間
で
し
た
。
し
か
し
、
彼
は
そ
の
時
も
う
、
バ
イ
ロ
ン
の
人
物
の
陰
う
つ
な
妄
想
に
趣
か
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
よ
く
我
々
二
人
は
何
か
訳
の
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
し
ゃ
べ
っ
て
夜
じゅ一つ過したものです。ああ、何という率直な、清らかな魂でしょう。
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2３ 
介し、「モスクワ地熱」峰藥仏の淡淡主義ｌスコｉバイロン、ユーゴー、〆，〆らの文学をロシアの読欝
に馴染ませた。劇場も官懲の眼を気にしながら「群盗』や『エルナニ」を上演した。かくて二１年代後半にはロマン
チシズムは完全にロシア文学を支配し、西歌の浪越派の詩人や作家の名前が知識階級の会話に不可欠な要素となった
のであ潟。彼等はバイロンの〃幻滅“に甘い陶酔をおぼえ、ホフマンの幻想に耽溺し、シルレルの”反抗“に共感し、
ユ
ー
ゴ
ー
の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
を
崇
拝
し
た
。
シドローフスキーはこのロマンチシズムの洗礼を徹底的にうけたインテリゲントのパターンみたいなものだが、そ
れと同時に、彼の中にはかかる時代風潮を超えた何物かがあり、ドストィェフスキーとの関連においては、むしろ後
者
の
方
が
重
要
な
意
味
を
お
び
て
く
る
の
で
あ
る
。
７
 
若年のドストィェフスキ，‐は詩人の風貌を受雌者にたとえたが、Ｎ・レシェトフの回想によると、彼は、いわゆる
尋
常
な
「
受
雌
者
」
の
イ
メ
Ｉ
ジ
か
ら
は
か
な
り
隔
た
る
。
、ヘテルプルクから帰村して後、シドローフスキーは、コロチャ市の、その当時リジンスキー竜騎兵連隊に勤務
していた兄の処へやってきて、将校の夜会や酒宴の仲間入りをした。彼が領地管理の仕事を放榔して時々、奇
妙な衣服をまとっては家をとび出し、修道院を訪れるのには母親も音をあげていた。
イヴァン。一一コラエヴィッチの個性は多くの点できわめて際立ったものがあり、風貌からして普通の人間とは
違っていた。非常な長身で、眼に美しい表情があり、その明断な知性と立派な教養ゆえに誰にも好感をもたれ
た。何人をも惹きつけずにはおかなかった彼の魅惑の最たるものは、その雄弁であった。イヴァン。一一コラエヴ
ィッチが聞き手に与えた印象は強烈であった。これは当時二十歳の青年であった私自身の経験したところである。
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2４ 
この一素焼の噸の中に閉じこめられている魂一という発想はシドローフスキーの気に入っていた。「わが親愛なる
沼の朧朧新婚の床のように人の心塗愉熱的健鵜く」ｌ蝿への決意が甘美な幻想をともなって彼髭飾れたの峰胤然
の理であろう。
周知の如く、
● 
この文章の中にあらわれているのは、ドストイェフスキーの言う「受難者一の顔ではなくて、むしろ、教祖の相貌
であろう。シドローフスキーのこの求心力的な才は一一人の関係を見る場合に看過し得ない一点である。凡庸なロマン
チシストの思想も、ジドローフスキーの口を通すと、独創的に響く：。…一一一九年一月一七日付兄ミハィル。ドストィ
ェ
フ
ス
雫
「
宛
シ
ド
ロ
ー
フ
ス
キ
「
の
断
簡
Ｉ
あなたの詩はその優雅な姿によって、私を幼年時代へ、現代の論弁やハィロン的な狂暴なエゴイズムに無縁な
蝋繩さへＩそれなしには神の国に入り得ない単純さへ癖返してくれます．かってポレポ「ィ憾礎の両前でい
みじくもこう言い段したｌ「人轤の中にある偉大なものを表わす手職として人間をみることが必蕊である。し
か
し
、
肉
体
は
ｌ
粘
土
の
灌
鑓
そ
か
れ
學
か
れ
紛
々
に
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
．
いつぼくのわびしい想念がおさまるやら、自分でもわかりません。人間に宿命として与えられている状態はた
だ一つですｌ人間の魂の雰魍気雌天と地の総合から成り立っているのです．人間は何という非合法な子供でし
ょう。精神の本性の法則が破られているのですから……この世界は、罪深い想いにくもらされた天の精霊のた
耀とんど同じ発想が一七鱗のドストィェブス零「の書信中にみられるＩ
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2５ 
”地下室“の原音とみなされているこの「思想」が、シドローフスキーの影響下にあったものか否かは、かなり微
妙な問題である。時間的には、ジドローフスキーとの避遁の後になるのだが、当時の彼等の交際の度合からみると、
ま
た
、
こ
の
前
後
の
文
章
か
ら
判
じ
る
と
、
や
は
り
、
こ
れ
は
ド
ス
ト
イ
ェ
フ
ス
キ
ー
個
人
の
発
想
の
色
彩
が
濃
い
と
み
た
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
焦
点
は
そ
の
発
想
の
類
似
性
に
あ
る
。
この表現には、ロマンチシズ公とその裏返しとしての一一ヒリズムめいたものとの混禰がみられる。ロマンチンスト
としての彼の中には、いわば、〃同種にして対雛的なもの“が入りまじっている。ただ、ドストィェブスキーにおい
ては、フーヒリズム」がロマンチシズムの修飾として終始しなかったことに意味がある。一七歳の「形而上学」がそ
の
淡
陶
を
支
え
て
い
る
１
人
問
懲
そ
の
「
背
魏
的
な
生
」
を
維
持
し
て
い
る
限
り
宇
碕
の
鯵
に
蓼
ず
る
こ
と
砿
不
可
能
で
あ
り
、
従
って生を絶つことのみが人間に残された唯一の可能性である………
８
 
この「懸想」のモチーフは兄ミハィルとの別離を具体的な媒介としてあらわれてきたと一一一戸えるｌ兄鶉である以上
に親友でもあったミハイルとの別離は、単なる人間関係上の孤独の他に、彼の思想自体にも「孤独」の思念をもたら
め
の
煉
獄
み
た
い
な
気
が
し
ま
す
。
こ
の
世
が
否
定
的
な
意
味
を
と
っ
た
の
で
、
高
速
で
優
美
な
精
神
的
な
も
の
か
ら
皮
肉
が
出
て
き
た
、
そ
ん
な
風
に
思
わ
れ
ま
す
。
も
し
こ
の
画
面
の
中
に
全
体
と
効
果
も
思
想
も
わ
か
た
な
い
人
間
、
つ
ま
り
、
全
く
関
係
の
な
い
人
間
が
飛
び
こ
ん
で
き
た
と
し
た
ら
、
一
体
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
？
画
面
は
台
な
し
に
な
っ
て
、
存
在
す
る
一
」
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
全
宇
宙
が
そ
の
下
で
悩
ん
で
い
る
固
い
殻
だ
け
を
見
て
い
る
中
に
、
意
志
が
た
だ
一
度
爆
発
し
さ
え
す
れ
ば
、
こ
の
殻
を破って永遠と融合することが出米るということを知り、それを知りながら創造物の中で一番の崎でいるとは・・・
…
…
な
ん
と
い
と
わ
し
い
（
下
略
）
（
一
八
三
八
年
八
月
九
日
付
兄
ミ
ハ
イ
ル
宛
》
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2６ 
生
と
死
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
ド
ス
ト
イ
ヱ
フ
メ
キ
ー
と
シ
ド
ロ
ー
フ
ス
キ
「
の
歯
車
は
あ
る
一
個
所
ｌ
水
生
へ
の
希
求
ｌ
で
か
み
合う。二人の人間を結んでいた宗教意識はロマンチシズムに似てある部分でそれを超えたものがあり、彼等の友情は
こ
の
意
識
を
根
底
と
し
て
、
同
時
に
ジ
ド
ロ
ー
フ
ス
キ
ー
の
つ
よ
い
個
性
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
ド
ス
ト
イ
ェ
フ
ス
キ
ー
が
ジ
ド
ロ
ー
フ
ス
キ
ー
に
「
受
難
者
」
の
顔
を
見
、
そ
こ
に
彼
の
宗
教
性
を
直
観
し
て
い
た
こ
と
は
、
謬
り
で
は
な
か
っ
た
。
帰
村
後
の
ジ
ド
ロ
ー
フ
ス
キ
ー
の
言
行
は
す
べ
て
そ
の
宗
教
意
識
の
実
践
に
染
約
さ
れ
て
い
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
．
Ｌ
・
シ
ド
ロ
ー
フ
ス
カ
ヤ
の
手
記
Ｉ
ている。
し
た
・
個
人
的
日
常
的
な
も
の
か
ら
人
間
全
体
の
形
而
上
学
的
闇
麺
ｌ
人
間
存
在
の
鍵
と
い
う
一
プ
ー
マ
に
ま
で
ひ
ろ
が
っ
た
の
で
あ
る
．
人
間
は
「
宇
宙
の
孤
児
」
と
い
う
思
想
Ｉ
人
間
は
宇
關
の
秩
序
か
ら
自
分
が
除
け
者
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
識
せ
ざ
る
髭
得
な
９
 
いという観念は、一二十年の歳月をへて、イッポリートの独白にまで発展し、「おかしな人間」につながる胚種を秘め
ジドローフスキーが．ヘテルプルクにいた期間は短かった。彼の健康はペテルプルクの気候に耐えず、間もなく
彼は退職して母のいる村に移り住んだ。家では彼は何か大きな仕事にかかっていて、ロシア教会史を書く準備を
し
て
い
る
の
だ
と
言
っ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
学
問
的
な
仕
事
が
彼
の
精
神
的
活
動
を
す
っ
か
り
吸
収
し
て
し
ま
う
と
い
う
わ
け
に
は
行
か
な
か
っ
た
．
内
的
不
調
和
、
周
囲
の
一
切
の
も
の
へ
の
不
満
足
ｌ
こ
れ
が
彼
葱
し
て
五
十
年
代
に
ヴ
ァ
ル
ス
キ
ー
僧
院
に
走らせた原因であるように思われる。だが、こ》」でも彼は満足も精神的安静も見出せなかったらしい。ジドロー
フスキーは順礼としてキエフ行を計画し、キエフである長老に頼ったが、長老が帰村を懲憩したので、彼は自分
の村で新発意の服を脱がず晩年まで暮したのである。ジドローフスキーの数奇な浮沈の多い生涯は、彼のつよい
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２７ 
臘知の如く、四一年にドスー４フスキ「ばこ繍の料作戯仙ｌ「マリヤ・メナ鍵アルト」と『ポリス・ゴドノフ』
をかいている・アレクセーエフは「ドストイェフスキーの戯曲の試み』の中で、この一一つのエチュードをシドローブ
スキーの影響によるものと断じているが、散快した作品からの断定は所読無理であろう。シドローブスキーのイメー
Ⅲ
 
０
 
ジを想定してかかれたものとほぼ推定出来るのは第一ハ作の「女主人』である。オルディノフには、シドローフスキー
と若年期のドストイェフスキーの混精した面影がある。この作品では作中人物と作者の心情が奇妙に通い合い、主人
公の周囲には一種の雰囲気が漂っている。小説として失敗しながらこのようなことは柿であり、作家の主人公への傾
斜度が作品を乗りこえてしまった一例であろう。
オルディノフはその登場から終局まで終始一種得体の知れない情熱にとらわれている。
一一一十年代のロシアは、ドイツ観念論哲学のつよい影響下にあって、知識階級の間にはロマンチシズムの一変形とし
て宗教的意識が惨透し、宗教的気分が昂揚された時代ではあったが、シドローフスキーが本来持っていた宗教性煙
やはり「流行」とは異質のものであったと思われる。ロマンチシズムの衣裳をまといながら、より根元的な次元で生
の”形“を求めている股の姿勢の中に若年のドストィェフスキーは自己と相似の要素を認めたのであろう。
後鴫”死の家から塵ってからもｌ｜美しく選なろもの一の時代との訣別の後に蝿ドメト１フュキーが
シドローフスキーの評価をかえず、詩人に異常なまでの愛着をいだきつづけていた事実感流行衣裳とは無縁な彼等
の精神内部の有機的な結びつきを証している⑪
情熱と激しい気性を証拠立てている。
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2８ 
「情熱」はときに「学術」であったり、ときに「芸術」であったり、不安定な様子をみせる・オルディノフが自ら
もて余していたのもこの陵昧にして確固たるパッションであり、ドスーイェブスキーが柵きたかったのもこの不明な、
謎めいた感情であろう。作家はこの「生涯人間を消耗させずにおかない情熱」の所有者の中に”磯かれた人“を見
た。シドローフスキーはその典型であり、ドスーィェブスキーもまたそうした性格的な要素を部分的にもっている。
方向を見出し得ない情熱はただその持主を疲弊させることのみに役立つが、破仁はそれが陶酔となり、有害燃益なる
がゆえに魅惑となるｌ『女主人』の昨看ばこの間の鞭情を知悉していた。
この厄介な籍の表現峰二つの形態Ｉ直悩径行的な行動と内灘界への沈潜ｌに染約される．シドロ「フュ
キーにおいては神によって媒介されていたものが、オルーラノフでは女性’二次主人一を媒介として表現されてい
る。修道院、伝道という前者の道と、閉鎖的生活、幻想的な愛という後者のそれは、現実に対して城壁を築こうとす
る姿勢ｌ日常生活からの脱出を蔵図する一点で交叉する。
ドストィェフスキー文学には、〃現実とは何か“という問が終始一賞して流れているが、初期のドストイェフスキ
１の現実を捉える角度にはシドロフスキーの影響が看取される。要言すれば、それは第一一の現実の設定であるが、
ごく幼い子供の時分から彼は特殊な生活をしてきたが、今やこの特殊性がはっきりした形をとった（彼は一つ
の情熱に蝕ぱまれていた。それはオループィノフのような人間にあっては、世間的実際的な活動の領域に断じて席
を譲らない情熱、生涯人間を消耗させずにおかない情熱、極めて深刻な、極めて貧慾な情熱であった。それは学
術である）。この情熱は今のところ彼の青春を食いへらし、酔わすような毒で夜毎の安眠をそこない、健全な食
物と新鮮な空気を燕った。
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2９ 
０
 
『分身』以来作家は種々形をかえて》」の〃現実“の創造を試みている。初期の精神分裂的傾向、妖術趣味、後期の神
０
 
秘主義的様相も第一一の現実を定着しようとする試みのあらわれであったと言える。初期は形而下的であり、後期はょ
り形而上的意味をます。
２
 
⑬ 
０
 
『女主人』の”蝋繋”には作者の意図が明艫に識現されているｌ「女主人』は「白夜』、『ペテルプルク年代記』とと
出
チ
タ
ー
チ
ュ
リ
ス
ト
ヴ
ｔ
ｉ
もにドストイェフスキーのいわゆる「空想主義」の所産とされているが、初期のドストィニフスキー文学を規定する
重要なエレメントの一つであるこの〃主義〃は、その発想の過程においてシドローフスキーの影を色濃く宿している。
しかしながら、蓋主簔厳辮な懲味では、愚でも主張でもないｌそれ煙いわば二綱の現斐解釈であ
り、より主体的には、ドストイェフスキーの一「深刻にして食慾な情熱」を処理するためのてだてに他ならない。作家
は空想主義に基いて現実を裁断することによって彼の情熱を昇華させることを得た。ドストィェフメキーは現実解釈
をシドローフメキーに学び、この”解釈〃に共感する素質を一称の一タイプ」として分類した。『ペテルブルク年代
記」には、彼のいう「タイプ」の定義が述べられているが、そこには師であり、またモデルでもあった人物の特徴が
記」には、彼の、
捉えられている。
彼等は主として、寄りつくことも出来ないような片隅で深い孤独の中に住んでいる。それはさながら人間から
も世間からも隠れようとしているかの如くである。概して、彼等を一目見たとぎ、何かメロドラマ的なものが目
に映るほどである・彼等は気難しく、家の者とも口数をきかず自分の中に沈潜しているが、怠惰な軽い瞑想的な
もの、やさしく感情に働きかけるもの、もしくは感覚を刺激するものなら何でも、とても好きである……
空想家はいつも重苦しい。というのは、極端にむらがあるからである。あまり陽気すぎるかと思うと、あまり
気難しすぎ、暴れものであるかと思うと、注意が行届いてやさしく、エゴイストかと思えば高潔無比な感情を鋤
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3０ 
シドローフスキーの〃現実とは何か〃という問は、つねに彼の宗教意識と結びついていた。彼にあっては形而下的
なものと形而上なものが背反することなく、密接に結び合っていたと言えよう。この傾向は、すでに彼の詩人時代か
ら始まっている。一七歳のドストィェブスキーの意識が、彼のこの性向と相触れ合ったことについてはすでに述べ
た。しかし、それ以後のシドローフスキ１が、彼の宗教意識の実践という形で現実を捉え、自己の生を創造していっ
たのに較べて、ドストィェフスキーは必ずしも少年時の宗教意識に忠実ではなかった。空想主義はその現実認識にお
いて、「全宇耐がその下で悩んでいる固い殻」を見つめることによって得た一七歳の認識とは〃地点“的にだいぶ隔
っている。空想主義には、生との思いつめた対決はない。ただ、人間の認識行為の意味の素朴な探求がある。その視
野は拡がり、以後のドストィェフスキーの現実解釈の可能性の深化をうかがわせる。おそらく、そこにこの不思議な
これらの記述はそのまま、シドローフスキーの伝記に流用することも可能であろう・それと同時に、この描写が地
下生活者に通じることにも注意しなければならない。⑭
約言すれば、ドストィェフスキー文学において、空想主義の占める役割は大したものではないが、地下生活者の発
想との類似においてそれは初めて意味をもってくるのである。シドローフスキーはフョードルに現実を変革して見る
眼を教えた。弟一丁は素朴な教訓を徹底して、遂には、シェストブのいう「死の天使の眼」を得たのである。この”眼“
はドストィェフスキーの資産となった。ドストィニブスキーはその最初の磯微を与えてくれた師の恩を終生忘れなか
った。おそらく、それは過剰な謝恩であろうが、また、影響とはつねにそうしたものでもあろう。
かす力ももっている。☆ 
● 
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3１ 
「師弟」の才能の差を見ることは容易であろう。だが、そういう比較は何物をも説明しない。シドローフスキーが詩
人的直感に頼って直線的に〃生“の意味を追っていたのに対し、ドストイェフスキーが哲学者の余裕と小説家のディ
レッタンテイズムをもっていたにすぎなかろう。
〃永生“に対するシドローブスキーとドストィェフスキーの発想は近似していたが、二人が一」の観念を具象化して
いったプロセスはかなり遜庭があるとみることが出来よう。
シドローフスキーにおいては、〃永生“と自殺を同一線上におく「思想」は、詩人が修道僧になることによって満
去さ征修行と布敦という具体的な行為が蝋われてくる１階仰とその実践によって”菱につらなろうとする線
が以後の詩人の生を規定してゆく。克己という形での主体性の確立と、民衆の救済という形式での客観的な倫理的価
値を有する行為が彼の存在を支えてゆく。
メ
サ
ク
ー
チ
・
』
ス
ト
ヴ
刀
Ｉ
、
、
ドヱトィヱフメキーの空想主義では、後者Ｉ繊雌ある行為の欠如が、メチターチェリストク鍬‐形成の饗因とな
り
、
シ
ド
ロ
ー
フ
ス
キ
ー
の
実
存
と
は
こ
こ
か
ら
完
全
に
分
岐
し
始
め
る
。
ドストィェフスキーは空想家の一一律背反の中に”意味“を認めた。行動への渇望と自己沈潜を交錯させることによ
って、彼は自分の思想の支点を得たと感じたに相違ない。これは、やがて地下生活者、ラスコーリーーコフヘ発展させ
行動に対する渇望は我々の間で何か熱病じみるほど押えきれないような焦燥に達するまでに立ち至っている。
誰も彼もが真剣な仕事を望んでいる。多くの者が善を行いたい、世に益をもたらしたいという燃えるような願望
をいだいている（『・ヘープルプルク年代記』）
Hosei University Repository
型られるべき道である。
空想主義はジドローフスキーから得た萠芽をドストィェフスキー流に消化したものであり、作家は『女主人』をは
じめとする空想主義の一連の作品によってシドローフスキーとの関係に収支を出したのである。一方、”永生〃の問刷Ⅲ
 
題はドストイェフスキーの中にあって絶える一」とない底流として流れつづけ、「イッポリートの告白」という中継点
を総て、三二樂後の「懸鑑』で鱒び地表に姿をみせるｌこの現われ方は二見典常にみえて異常でばない．容易に
現われるには問そのものが重すぎた．この間彼はぁ熊りにも多くの体験塗したＩ｜っの庶仰や一綱の思想が一人の
人間を支えつづけてゆくことの困難さを体感したｏ黒衣のシドローフュキーと赤い着物の作家とでは、帳仰の次元も
自
ら
異
る
０
凸【
一七歳の自殺哲学はキリーロフに受継がれるｃ少年ドメトィェフスキーは意志の実行（彼の表現に従えば、「た
だ一度の燦発」）と永遠との鰄合；ノニムにおいたが、キリーロフではウエートは蔭とんど前欝にかかるＩ嵐殺
の自己目的化が彼の入神思想を支えている。この「坊主以上に神を信じている」ニヒリストの〃永生“に対する態度
はかなり峻雌である．’蟇では来世を沓耀しながら、彼自身砿自殺によって存在の神秘に参入しようとする……
おそらく作家が描きたかったところも、そうした自己矛盾の中にあるキリーロブの清潔の体臭であろうｃドストィェ
フスキーの創造したニヒリストの中にあって彼は、その大言壮語にもかかわらず（むしろそれによって）最もつつま
しい存在であり、愛すべき人物である。少年時の哲学を彼に負わせ、同時に、キリーロフをこうした形象に仕上げた
ことの中には、作家の愛着と余裕が感じられる。すでに、ドストィェフスキーの中では、”永生“の観念は、自殺と
は異った次元に移され、彼の文学の集大成的な主人公たるべきアリョージャによって展開されるべく用意されていた
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3３ 
『
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
』
の
執
筆
時
に
、
ソ
ロ
ヴ
ィ
ョ
フ
の
膨
瀞
が
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
耶
笑
で
あ
り
、
ア
リ
ョ
ー
シ
ャ
に
ソ
ロ
ヴ
ィ
ョ
ブの面影をみようとする評家も少くない。シドローブスキー、ソロヴィョフ、アリョージャ三者の微妙なからみ合い
は、作家の”永世“の観念に重要水意味をも？それが晩年、ひとりゾロヴィョフによってのみもたらされたと信ず
る
の
は
狭
慧
に
尖
す
る
で
あ
ろ
う
．
一
七
鱗
の
一
哲
学
一
か
ら
の
ｌ
シ
ド
ロ
ー
フ
ス
キ
ー
と
の
交
遊
か
ら
の
発
腱
と
も
み
る
の
が
、
あ
る
面
で
は
自
然
で
あ
り
、
そ
こ
に
ま
た
、
シ
ド
ロ
ー
フ
ス
キ
ー
の
最
大
の
意
味
も
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
ら
。
年少の友人、哲学者ウラジーヘミル・ソロヴィョフがシドローフスキーに似ていたという”伝説“がある。それは主
，
 
０
 
としてアンナ夫人の一一一百葉に拠っている。
のである。
ユキ１の而膨をみるからです」
私の夫はソロヴィョフにいつもこう一一嵩ってい霞したｌ「私があなたを愛するの砿、あなたの中にシドローフ
Hosei University Repository
3４ 
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③アンナ・ドストイェフスカヤ編『ドストイェフスキー全集（全一四巻）」第一巻人伝記・書簡・覚書Ｖ一八八
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⑤「Ｆ・Ｍ・ドストイェフスキーの若き日の友』一九二一年刊
⑥
代
数
の
単
位
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お
と
し
、
進
級
試
験
に
失
敗
９ ⑧三
八
年
一
月
ド
ス
ト
イ
ェ
ブ
ス
キ
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兄
弟
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エ
兵
学
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を
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が
、
兄
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ィ
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は
校
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の
誤
診
で
不
合
幡
、
レ
ー
ヴ
ェ
ル
、
⑤
と
同
書
ｺﾞへ
赴
く
『おかしな人間の夢Ｉ空想的な物語』ｓ作家のⅢ記」一八七七年四月号）
『祖国の記録』一八四七年一一月号
『
祖
国
の
記
録
』
一
八
四
六
年
二
月
号
。
『祖国の記録』一八四八年一二月号
『セント・・ヘテルブルク通報』四月Ｉ六月
『
自
明
の
趨
遡
ｌ
ド
ス
ー
イ
雲
ブ
ュ
キ
ー
の
墓
’
九
二
九
年
刊
ホルバインの絵をめぐる考察の中でイエスの復活と永生の問題が触れられている
アンナ・ドストイェフスカヤ『回想』一九二五年刊
＝ 
年
刊
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